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本研究 は心室性頻拍 くv e ntric ula rta chyc a rdia， V Tl の 発生機序 と遅延興奮電位 くdelayedpoten－
tials，D Pslの 電気生理学的意義を明 らか に す る目的 で 行わ れた ． 左冠動脈前下行枝 と左童心尖部 を湾流 す
るす べ て の 分枝の 結紫 に よ り作成 した慢性梗塞犬を対象と し， プ ロ グラ ム 刺激法， 心表面 マ ッ ピン グ， 冷
却 マ ッ ピ ン グを用い て， 電気 的に 誘発さ れ る心室性不整脈 と D Ps に つ い て 電気生 理 学的検討 を行 っ た． 洞
調律時に は， 22頭中14頭く63．6％l の 左室梗塞部位 で ， QR S波 に同期 した本来の 心室波 の後方に D Ps が
検出され た ． 心室 プ ロ グ ラ ム 刺激時に も本来の心室波の後方に D Ps が 観察され た が ， D Psの 遅延時間は早
期刺激の連結期短縮に伴 い 著明 に延長 した． D Psが 検出さ れ な か っ た 8頭中2頭 く25％つ に 持続性 V T が
誘発され たが， 持続時間は短 く， 再現性 は認 め られ なか っ た ． D Ps が検 出され た 14頭 中2頭く14．3％I に
も持続性 V T が誘発さ れ たが ， い ずれ も D Ps の遅延時間延長 に起因 してお り， その 再現性 も確認さ れ た．
こ の 2頭 の VT 時の心 表面 マ ッ ピ ン グで は， マ イ ク ロ リ エ ン トリ ー と マ ク ロ リ エ ン ト リ ー の 所見 が得 ら
れ， マ イ ク ロ リ エ ン トリ ー で は， 興奮伝播の 最も遅延 した部位 に V T時の D Ps が 検 出 さ れ た ． マ ク ロ リ
エ ン トリ ー で は， 機能的ブ ロ ッ ク に 陥 っ た部位の 周囲を心表面最早期興奮部位 か ら時計方向およ び 反 時計
方向に興奮伝播 し， 融合 波を形成 した 後 V T時の D Ps へ と伝導 し， 再 び心表面最早期興奮部位 へ 再 入 す る
リ エ ン トリ ー 回路 が認 め られ た． 心表面か らの冷却 によ り洞調律時の D Ps は消失 したが ， 冷却解除に よ り
再出現 した． D Ps の遅延時間延長に 起因 す る反復性心室反応や持続性 V T は， D Ps の消失後 は誘発 さ れ な
か っ た が ， D Ps の 再出現 に よ り再 び誘発可能 と な り， これ らの 不整脈 が D Ps に よ り誘発さ れ て い る こ と を
証明した ． ま た， マ ク ロ リ エ ン ト リ ー に よ る V Tで は， 融合披か ら V T時の D Ps 検出部位 で の 冷却に よ
り V T が停止 可能で あ っ た ． 以 上 の 研究結果 か ら， 慢性梗塞犬で誘発 され る リ エ ン ト リ ー 性心室性不整脈
にお い て ， D Psが 伝導遅延 と して の 役割 を果た す こ とが 解明さ れ， D Ps を伴 っ た V Tに 対す る適切 な 手術
方針が 示 唆さ れた ．
Eey w o rds 心室性不整脈， 遅延興奮電位， 心表面 マ ッ ピ ン グ， リ エ ン トリ ー ，
伝導遅延
近年， 電気生理学的諸検査の 発達り2りこよ り不整脈 の
発生機序が解明さ れつ つ あり， こ れ に 伴い 不整脈 に 対
す る外科治療釘小も 飛躍的進歩 を遂げて い る． 頻脈性不
整脈 のう ち， Wolff－Pa rkin s o n－ W hite 症候群 は副刺激
伝導路切断術に よ る良好 な治療成績5Iが 達成さ れ て い
るが ， JEI室性頻拍 くv e ntric ula rta chyc a rdia， V Tl に
対 して は未だ 定型的手術術式が確立 さ れ て い な い ．
V T は虚血性心疾患の 合併症 と して の み な らず， 種々
の 器質的心疾患 を基 盤と して 発生 し重篤 な臨床症状 を
呈 した り， ま た突然死 の 原 因と して も臨床的意義が高
い
． 従 っ て， 薬剤抵抗性の V Tに 対す る手術術式の 確
立 は不整脈 の 外科治療上 ， 最も急務と さ れ る課題で あ
る
．
一 方 ， V Tを は じ め とす る心 室性不整脈 くv e ntri．
c ula r a r rhyth mia s， V Al の 発生機序と して興奮の 旋
A bbr e viation s ニA R V D， a rrhythm ogenic right v entric ula rdysplasiaニ B C L， basic cycle
le ngthi B Z， border zo n ei D Ps， delayed pote ntialsニ E R P， effectiv e refr a ctory pe riod三工Z，
infa rctio n z o n e三 N Z， n O r m alzone三 RA， right atrium ニ R V A， rightv e ntricular ape x三 R V O T，
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回運 動， い わ ゆる リ エ ン ト リ ー 6Jが提唱 され て い るが ，
リ エ ン ト リ
ー の形成 に は伝導遅延と 一 方 向性 ブ ロ ッ ク
が不可欠である． この 伝導遅延 を示 唆す る電位と し て，
遅延興奮電位 Cdelayed potentials， D Psl が 臨床的に
注目され て い る
7卜1 01が ， V Aの 発生機序 に 関す る D Ps
の電気生理学的意義に は 不明な点が多い ． また従来，
V A の実験モ デ ル と し て急性期お よ び亜 急性期の 心筋
梗塞犬 を用 い た電気生 理学的検討1 1ト 川 が 行 わ れ て き
たが， 1 ケ 月以 上 を経過し た慢性期の 実験例1叶は極め
て少ない ． 著者 は， V Tの 適切 な手術術式の確立 を期
し，慢性期の 梗塞犬 を用 い て D Ps と V Tの 発生機序に
閲し電気生理学的検討 を行い ， 新 たな 知見が得 られ た
の で 報告す る．
対 象お よ び方法
I ． 実験 モ デ ル の 作成
体重 10へ 20 kg の 雑 種成犬 35頭 に ， 塩酸 ケ タ ミ ン
10mglkg の筋肉内投与， ベ ン トパ ル ビタ ー ル 20mgl
kg の静脈内投与 に よ る全身麻酔下， 気管内挿管 に よ り
Ha r v a rd 型 人 工呼吸器を用 い て調節呼吸 を行 っ た． 清
潔操作 に よ り左第 5肋間で開胸， 心膜 を縦切開 し， 左
室前壁 を左冠状動脈前下行枝に 沿 っ て霹出した ． 前下
行枝を第 1対角按分岐 の末梢で剥離し， 一 期的に 結染，
さら に 左冠状動脈回旋枝と前下行枝 の分枝 を心尖部寄
りで も結歎す る m ultipleligation
161171を追加 し心筋梗
塞 を作成 した， 15分間経過観察後， 閉胸 し， 術後 3 日
目ま で塩酸リ ド カイ ン 1 m gノkg と 抗生物質の 筋肉内
投与を行 っ た
．
心筋梗塞作成後 1 ケ月以上生存 し得た慢性梗塞犬
に ， 初回手術時 と同様の麻酔お よ び呼吸管理下， 第 4
肋間で胸骨横臥 両側開胸 し心臓 を露出した． 心筋梗
塞の領域 と程度 を肉眼的 に 観察 し た後， 左室梗塞部
くinfar ctio n z o n e， IZl， そ の周 囲に 接 す る境界部
くbo rder z o n e， BZl， 左室正 常部くn o r m alz o n e， NZl，
お よ び右心 房くrightatriu m， RAl， 右室流出路くright
Ventric ula r o utflo wtr a ct， R V O Tl，右室心尖部くright
Fig． 1． Sche m atic repr es e ntatio n ofthe experim e ntal m odel－ T he he a rtis pr es e nted as vie w ed
fro m theleft v e ntricula r ape x． Referto thelistfo rthe ab br eviatio n s u s ed in all figu r es．
right v e ntric ular o utflo w tr a ctニ R V R， r epetitiv e v entricular re spon seニ V A， V e ntric ular
arrhythmiasニ Vf， V e ntric ularfibrillationニ V T， V e ntric ula rtachyc ardia
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ventric ula r ape x， R V Al の 心外膜下に ， 電極間距離
2rn mの 双 極電極く東海医理科社製， 工2－513う を縫著 し
た ． さら に ， B Zの 心 内膜下に 電極間距離 2m m の 自作
の 双極電極 を刺入 した ．
工I ． 慢性梗塞犬 に お ける 電気生 理 学検査
1 ． 心表面 マ ッ ピ ン グ
直径 1 m m の 電極 を電極中JL一間距 離 1 m m で 三 角
形に 配置 した 自作 の Kais e r型電極 を 用 い ， 両心室 の
心外膜電位採取 に よ り心表面 マ ッ ピ ン グ を行 っ た ． ま
ず 洞調律時の 心室興奮伝播図作製の ため， 石室 36ケ 所，
左室33 ケ所の 計 69 ケ所 の 測定点か ら近接双極誘導 を
行い ， 心電図甘誘導， 心外膜下電位， 心 内膜下電位 と
同時 に フ ク ダ電子社製 ポ リ グ ラ フ M I C 胡 00く時定数
0．003軌 high cut 500 Hzl を 用 い ， 紙 送 り 速度
100句 200m mノ秒で記録 した く図 11． 心室興奮時間の
測定は R V O T 心外膜下電位 を基準 と し て， 近接双 極
誘導電位 のintrin sic defle ctio nま で の 時間 を同 一 部
位で 4 ノ ー 5 心拍計測 し， その 平均値 をそ の部位の興奮
到達時間 と し て ， 岩瀬 ら が 開発 し た マ イ ク ロ コ ン
ピ ュ ー タ ー を用 い た自動表示装置1引1 91に よ り心室興曹
伝播図 を作製 し た． つ ぎ に Kais er型 電極 をIZ か ら
B Zに 約2 m m ずつ 移動さ せ ， 50旬 100点 の 心表面電位
を記録 し D Ps の有無 を判定 し た．
2 ． プロ グ ラム 刺激法
V A を誘発 す る目的 で ， 心 室 プ ロ グ ラ ム 刺激 抑 を
行っ た ． 電気刺激装置は 日本光電社製S E N－7103 を用
い ， 刺激波の パ ル ス 幅は 2m s e c， 矩 形 波で 出力 は開催
の 2倍 と した． 基本刺激周期 くba sic cycle le ngth，
B Cu 350m se cで 9個の ト レ イ ン 刺激くSl を行 い ，
10個目に 早期刺激 くS2I を加 え， 連結時間くS． － S2う
を 5－ 1 － 20m s ecず つ 短 縮 さ せ た． S2が 有 効不 応期
くeffe ctive refr a ctor y period， E R Pl に 達す る と，
Sl － S2を E R P より 50へ 60m se c長い 時間に 設定 しS3
を加 え， S2－S3を短縮さ せ て早期刺激を行 っ た． S3が
再 び E RP に 達す る と， 同様 に して S2－S3を設定 しS．
を 加 え た． S4 に よ り V T が誘発 さ れ な い 場 合 は ，
200句 300回ノ分の 心室頻 回刺激 を行 っ た ． 刺激部位 は
R V O T， R V A， NZ， BZ，IZの 順序で 行い ， 刺激中 は心
表面 マ ッ ピン グ時と 同様の電位記録 を行 っ た く図 21．
心室細動くv e ntric ula rfibri11ation ，V fl が誘発 され た
場合 はた だ ち に 直流通電 に よ り除細勤 し実験 を継続 し
た ． ま た V T が誘発さ れ た場合は 心表面 マ ッ ピ ン グ を
行 っ た ．
3 ． 冷却 マ ッ ピン グ くic e m ap pingl
心表面 マ ッ ピン グ で D Ps が 検 出さ れ た 例 で は そ の
電気生理学的機能を検討す る目的 で， 冷却 マ ッ ピ ン グ
を行 っ た ． まず Kais e r塑電極 を D Ps検 出部位 に 固定
SI SI S2 S3S4
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Fig． 2． Pr ogr a m m ed v entricula r stim ulatio nl
T hree v e ntric ula rpre m atu rebe atsくS2， S3 and S．1
a r e c o n se c utiv ely giv e ndu ring v entric ularpa cl ng
くSl with a ba sic cyclele ngth of 350m s e c．
し ， 直径 10m m の 円 柱形 の 氷片 を用 い ， 電極周 囲か ら
冷却 を加え連続的 に電位記録 を行 い ， 洞調律暗ま た は
心 室 ペ ー シ ン グ時の D Ps の 消長 を観察 し た． さ ら に ，
冷却過程や冷却解除後の 各時期 に プ ロ グ ラ ム 刺激を行
い ， V Aの 発現様式 を観察 した． ま た V T が誘発され
た例で は， V T持続中に も冷却 を行 い ， そ の 影響 を観察
した．
I工． 組織標本作製
実験終 了後， 心臓 を摘出し 10％ホ ル マ リ ン溶液中に
静置さ せ た． ホ ル マ リ ン 固定後， 左童心 尖郡を通 り心
室中隔と平行な矢状面で 切 離 し， 肉眼 的観察 を行 っ た ．
つ ぎに D Ps検 出部位と こ れ に 接 した D Ps非検出部位
か ら He m ato xylin －Eo sin 染色 に よ る組織標本 を作製
し観察 した ．
成 績
工 ． 心 筋梗塞 作成術後の 経過
心 筋梗塞 を作成 した 35頭中7頭 は手術 か ら の 回復
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が み られ ず， 術後 3日 以内 に死 亡 した
． 他 の 28頭 が術
前の 状態に 回復 した が， う ち 6頭 は術後 7 へ 20日目 に
突然死 を き た し た． 従 っ て， 残り 22 頭 に 対 し て 術後
40ル 90 日， 平均58－8士15．6 く士S．D り 以 下同様フ 日日
に 電気生 理 学検 査 を行 っ た ．
工 ． 電 気生 理 学検査所見
1 ． 洞 調律時の 心 室興 奮伝播様式
図 3 に 洞調律時の 心 室興奮伝播図 の 2 例 を呈 示 し
た． A で は R V Aに 心 表面最早期興奮部位 が存在 し， 右
室の 興 奮は そ の 大 部 分 が 25m se c以 内に 終 了 し た が，
左室の 興 奮は前壁全体で 伝導遅延 を示 し， 等時線は 前
室間満と平行に 進み ， 左室心 尖部 に興奮が終了 した
．
B で は R V Aか ら右室前壁お よ び左 宝前壁JL一基都側 に
興奮が伝播 し た後，IZに 一 致 した 左室 心尖部で著し い
伝導遅延 を示 した． 他の す べ ての 慢性梗塞犬 に お い て
も， IZに
一 致す る左室前壁 か ら心 尖部 で心室興奮伝播
の 遅延が認 めら れ た
．
Fig． 3－ Epic a rdial m aps du ring sin u s rhythm ． In
both m aps，thehe a rtis pr es e nted a s c utfr o mthe
apexto ba s e alo ngthe po sterio rinte r v e ntricula r
gr oo v e a nd thelate str e corded site of epic ardial
a ctiv atio n くs olidcirclel lo c ates n e a rthe epi－
Ca rdial br e akthr o ugh site くbla ck starI． T he
n u mber sindic ated in the m aps a r e a ctiv ation
tim e sくm s e cl．
2 ． 洞 調律時 の D Ps
洞 調律時 の 心 裏面 マ ッ ピ ン グ で は 22頭 中14 頭
く63■6％ぅに ， 心電図QR S波に 同期し た本来の 心室波
の 後方 に 出現す る 鋭い ス パ イ ク状 の D Ps が 検出 さ れ
た のPsく十l 群l． D Psく＋J 群と D Ps が検出さ れ な
か っ た D Ps 卜1 群を平 均梗塞後日数 に つ い て比 較す
る と， そ れぞ れ 60．4 士17．3 日， 55．9 士12．4 日 で あ り，
両群間に 有意差 は認め られ な か っ た ．
い DPs検 出部位
D Ps は 14頭 全例 で 肉眼 的 に IZ と判定 さ れ た左童
心尖部付近に 検出さ れ く図4 1， 療癌化や 薄化 く也in n．
ingl の 著 しい 部位 に 近 接し て 存在す る傾向が み ら れ
た ．
2 フ電気生理学的特徴
心電図QR S波 に 同期 した 本来の心 室波の 立 ち あ が
り か ら D Ps ま で の 時間を洞調律時の 遅延 時間くdelay－
ed interv al と定義す る と， D Ps の 遅延時間と振幅 は
Kais e r型 電極の 方向や測定点 を変 えな けれ ば 一 定 で
あ っ た が， 電極の 僅か な移動に よ り著 しい 変化 を示 し
た
． 図 5 に 同 一 の 慢性梗塞犬 で検出された 5種類 の
D Ps を呈 示 した． B Zの 心外膜下電位を基 準と す ると，
遅延 時間 は 45m s ecか ら最 長80rn S eCに 達 す る 様々
の 値 を 示 し， そ の 振幅 も測定点に よ り 0．1 m V から
0－5nlV 以上 に ま で変化し た． しか し， 遅延時間 と振幅
の 間に は 一 定 の 関係は認め られ な か っ た
．
D Psく十1 群14頭中4頭く28．6％う の 一 部の 測定点
に お い て は， D Ps が洞調律 の 2 心拍に 1 回 の み 伝導す
る現象 く2 こ 1伝導ま た は 2 ニ 1 ブ ロ ッ ク， 図 6う が
み られ た
．
こ の う ち 1頭 で は， 3 ニ 1 伝導お よ び 4 こ
1伝導と な る測定点も認 めら れた ． しか し， こ れ らの
伝導 ブ ロ ッ ク に お い て は振幅の 変化はみ られ ず， ほ ぼ
一 定の 値 を示 した．
3 ． プ ロ グ ラ ム 刺激に よ る検討
1コ プ ロ グ ラ ム 刺激時の D Ps
D Psく十う群 14頭中12頭で ， プロ グ ラ ム 刺激時 に も
明 瞭な D Psが 記録可能で あ っ た ． この 12頭の 心 室刺
激部位 は合計35 ケ所 で ， 延 べ 8 7回の プ ロ グ ラ ム 刺激
が行わ れ た． プ ロ グ ラ ム 刺激中は， 刺激披か ら D Ps ま
で の 時間を遅延 時間と定義し， 刺激連結斯の 短縮 に 伴
う遅延時間の 変化を検討し たく図7う． プ ロ グ ラ ム 刺激
87回申82回 く94 ．3％う は遅延時間の 延長が み ら れ た
が， 他の 5 回で は5 m sec 以上 の 変化を示 さ なか っ た
．
ま た， 遅 延時間延長が み られ た 82回 申10 回く12．2％う
で は， 心室刺激部位の E R Pに 達す る以 前に D Ps が消
失 した． 従 っ て ， 心室の E R Pに 達す る まで D Ps の 変化
が 記録可能 で あ っ た の は 72回 で ， 20へ 1 15m se c， 平 均
60．1士17．6m s e cの 遅延 時間の 延長が み られ た．
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2コ プ ロ グラム 刺激に より誘発 さ れ た V A
V A を20拍以 上 連続 す る 持続性 V T， 5 句 19拍の
非持続性 V T， 4拍以下の反復性心室反応 くrepetitiv e
v entricula r r espo n se， R VRl に 分類 し た． D Ps
群 8頭で は， 全例 に R V Rく図81 お よび Vfが 誘発さ
れ， 2頭 く25％う に 持続性 V T が誘発可能で あ っ た ．
剛仇 一 ユ ーJJ
こ の 2頭 の V T誘発様式 は S．S2S3 S．お よ び頻 回 刺
激で あ り， V T の平均周期 は 190m s e c，180m s e cと短
く， そ れ ぞ れ 31拍， 47柏で 自然停止 した ． また ， 誘発
に 関 して再現性は み られ なか っ た ． た だ し， 1頭の工Z
で V T の持続中に ， V Tの 周期 に 一 致 した 拡張期電位
くdia stolic a ctivitieslが 検出され ， こ の電位の 消失と
Fig．4． Delayed pote ntialsdu ring sin u s rhythm ． In pa n e
l A
，
E C G le ad IIuIl， a right atrial
electr ogr am くR Al， r efe re n c e electr ogr a m sfr o mthe rightくR V O Ta nd R V
Ala nd leftくN Z，
B Za nd IZIv entricle s a nd a m ap ping ele ctrogr am くEpila redisplayed fr om topto botto m ．
Delayed potentials くarrow sl o c c u r with so m einte rv al afte r t
he e nd of v e ntric ula r
depola riz atio n a sjudgedfr o mthe s u rfa c eE CG tr a cing a nd r eferen c e el ctr ogr a m s．
In
pa n el B， thehe artis vie w ed fr o mtheleft
ventric ula r ape x－ Aste risks den otethe sites
wher edelayed pote ntials a re r ec orded in 14 dogs with chr o
nic myo c a rdial infarctio n．
L A D，1eft ante rio rde s c ending c oron a ry a rtery．
Fig． 5． Display ofdelayed pote ntials r e c o rdedfr o m5 diffe r ent s
ite s． Delayed pote ntials
くEpil o c c u r45， 55， 65， 70 a nd 80m s e cafterthe o n set of r efe re n c e ele ctr ogr a m sくB
Zl
r e c o rdedfro mthe bo rder z o n e．
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とも に V T が自然停止 す る所見が観察 され た く図9う．
D Psく＋l 群で も同様に ， 全 例で R V R および Vf が誘
発さ れ たが ， R V Rに は心室刺激 に対 す る D Ps の 遅 延
時間延長 を伴う場合く図 抽 と伴 わ な い 場合が みら れ，
前者で は 再現性が認 め られ た． 非持続性 V Tは 14頭
中2頭 く14．3％1 に 誘発 され た が， D Ps の遅延 時間延
長を伴 っ て お らず再現性 はな か っ た ． 持続性 V T も 2
頭に み られ ， と も に D Psの 遅延時間延長に よ り VT が
誘発 され たく図 11う． こ の 2頭 の V T誘発様式 はと も に
S．S2S，で あり， V T の平均周期 は205m s ec，260m se c
と長く ， 数百拍以上 に わ た り持続 した． また， V Tの 停
止は 200回ノ分の心室頻回刺激で 可能 であ り， V Tの 誘
発と停止 に 関す る再現性は十数回以 上 にわ た り確認さ
れた．
叩 こ
Fig． 6－ Delayed pote ntials with a regi1a r 2 ニ1
C O ndu ctio n blo ck． Arr o w spoint o ut delayed
pote ntials．
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Fig． 7－ Va riatio nin the delayed inte rv alof delay．
ed pote ntialsin re spo n s eto v entric ula r stim ula－
tio n－ In pa n el A， SC a n ni g with progre ssiv ely
ShorterS．－S2くope n squ ar ela nd S2－S3くopen cir cleI
isdisplayed at a ba sic cyclelength of 350 m s ec．
In pa n el B， the pattern of r espo n s e sho w nis
in signific antin cha nge at alo nge rSl－S2inte rv al
C O mpa r ed to that sho w nin pa n el A． Solid
Circle s indic ate the in du ctio n of v e ntric ula r
ta chycardia．
Fig18． Repetitiv e v e ntric ula r re spo n s ein a dog
Witho ut delayed pote ntials． A n o n stim ulated
V entric ula r beat くRVRl oc c u rs afte r the la st
pr e m atu r e stim ulu sくS41． The e a rlie st a ctiv atio n
is re c o rded at site 4 in the e ndo c a rdialくendol
bo rde r z o n eくa rr o wl．
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4 ． V T時の 心 表面 マ ッ ピ ン グ所見
D Psく＋つ群の う ち持続性 V T が誘発さ れ た 2頭 で ，
VT 時の詳細 な心 表面マ ッ ピ ン グ が 可能で あ っ た ． う
ち 1頭 の V T時 の 心室興奮伝播図 を図 12に 呈 示 し
た． 1Z で ある左宴心尖部前壁側 に心 表面最早期興奮部
位 く図中女郎 があ り， こ こ を中心と して周囲 に 興奮
が伝播 したが ， 心尖部側 へ の 興奮伝播は極め て遅く ，
こ の部位 に 一 致 して V T時に も D Ps く図中 春 拙 が 検
出さ れ た． 図13 は他の 1頭の V T時の 左 室心 尖部 に
お ける興奮伝播様式を手書き で 示 した も の で あ る． A
で は機能的ブ ロ ック に 陥 っ た 部位 く図中点線う の 周 囲
を， 心表面最早期興奮部位 く図中土 附 か ら時計方向
お よび反時計方向に 興奮が伝播 し， 2つ の 興奮波が融
合波 くc o mm on w a v efr o nt， 図中自失 抑 を形成 した ．
さ ら に， 融合波が D Ps へ と興奮伝播 し く図13 Bう， 心
表面最早期興奮部位 へ も どる リ エ ン トリ ー 回路 を形成
した． す なわ ち， 融合波 と心表面最早期興奮部位 の 間
で V T時 の D Ps が検出され ， 心表面最早期興奮部位 へ
再入 す る所見が観察さ れ た． ま た ， こ の V Tの 平均周







合波まで は 100m s e c， 融合披か ら再 び心 表面最早期興
奮部位 ま で は 160m s e cを要 し て お り ， V T時 の D Ps
検出部位 で の 伝導速度 は極 めて 縫徐 で あ っ た ． な お 洞
調律時 の D Ps検 出部位 は V T時の 心 表面最早期興奮
部位と 一 致 した．
5 ． 冷却 マ ッ ピ ン グ に よ る検討
D Psく＋1 群14頭中 6頭で ， 洞調律暗ま た は心室ペ ー
シ ン グ時の 心 表面冷却が行わ れ た． 冷却に よ り D Ps の
遅延時間 は徐々 に 延長 し， さら に D Ps の 2 こ 1伝導，
4 こ 1伝導が 出現 し， 冷却開始後 20へ 52秒く平均34．7
秒う で D Ps が消 失した く図 14う． し か し， 冷却解除 に
よ り冷却時と は逆の 過程 で D Ps が再 出現 し， 1分以 内
の 冷却 で は D Ps の 消 失は す べ て 可 逆 的で あ っ た ． ま
た， D Ps の振幅 は遅延時間の 延 長と と も に 低下 した．
持続性 V T が誘発 され た D Ps く十l 群の 2頭 で は，
冷 却に よ る D Ps 消失後 は V T誘発が不可能 と な っ た
が ， D Psの 消失過程や回復過程で プ ロ グラ ム 刺激 を行
う と ， 連 結時間の 延長 し た R V R や Vf が誘発 さ れ た
く図15う． しか し， D Ps の 再出現後は再 び同様の プ ロ グ
ラム 刺激 で V T誘発が可能 と な っ た ． 以 上 の D Ps の 可
Fig． 9． Spo nta n e o u ste r min atio n of s u stain ed v e ntric ula rta chyc a rd
ia in a dog witho ut
delayed pote ntials． In the botto m tr a cing dia stolic a ctivitie sくa rr ow sla re obs e rv ed with
al こ 1c o ndu ctio n． T hista chyc ardiater min ate s spo nta n e o u sly withsudde npr olo ngatio n
oftheinte rv alo王dia stolic activitie s． T he n u mbe rsbetw e e n arrow sindic ate theinte rv als
betw ee nthe mくm s e cl．
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逆的消失 に 伴う V T誘発様式の 検討は， 数回 に わ た り
再現性が確認さ れた ．
V T持続中は王Z お よ び B Zの 各所 に 3 0秒間ずつ
氷片 を固定し心 表面冷却 を加 えた ． 図 13 に 呈 示 した
V T例 で は ， 融合波か ら D Ps検 出部位で の 冷却 に よ り
再現 性 をも っ て VT 停止 が 可能で あ っ た が ， 他 の 部位
SI SI S2 S3
I
．一半 い －一， － I．一－． －







の 冷却 で は 停止 され な か っ た ． また， 図12に 呈 示 した
V T例 で は， 心 表 面冷却 に よ る V T停止 は不可能 で
あ っ た ．
H L 組織標本 に よ る検討
D Ps検 出部位 と こ れ に 近接 した D Ps非検出部位の
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Fig． 10． Repetitiv e v e ntric ula r re spo n sein adog with delayed pote ntials． A n o n stim ulated
V e ntric ula rbeatくR V即 o c c u r s afterthe pre m atu re stim ulu sくS，1． Delayed potentials a r e
Obse rv ed in 6ele ctrogra m s r ec o rded fro mtheinfa r ctio n z o neくIZ，1－6J． Delayedpote ntials
atsite 5くa r ro w sJ ho w a m a rked pr olo ngatio n of delayed inte rval．
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1例 を図 16に 呈示 した． 上 段は左室心尖部 を通 り心 室
中融に 平行な矢状面の模型図で ， 広範 な陳旧性梗塞巣
く図中IZうの 心 外膜側の 一 部 く図中 春 附 で D Psが 検
出され た． 下段 は点線内の 組織像 で， 線維化 と心筋脱
落か ら なる梗塞巣の心外膜側に ， 比較的染色性 の保 た
れ た残存心筋群が み られ ， 結合織 に 囲ま れ た 島状構造
が観察さ れ た． D Ps非検出部位 か ら の 組織標本 に お い
て も， 梗塞巣 の 一 部 に 残存心筋が み られ た が， 変性が
強く島状構造 は観察さ れ な か っ た ． 以上の よ う に ， D Ps
l専
R A
SI SI S2 S3




検出部位 で は残存心筋群の 島状構造が共通 す る所見と
して観察 され た ．
考 察
1968年， Sche rlag ら
2 1が 心臓 カ テ ー テ ル に よる His
束 電位記録 を紹介 し， 1972年， W elle n s2 21が プ ロ グラ ム
刺激法を 用 い た頻脈の 電気生理学的解析と治療法 を報
告 して 以 来， 臨床心臓電気生理学は目覚ま しい 発達を
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Fig． 11． Initiatio n of su stained v e ntric ula r ta chyc ardia in a dog with delayed potentials．
Mo n o m o rphic s u stain ed v e ntricula rta chycardiaisinitiated bytw o c onse c utiv ely given ventric ular
pre m atu rebe ats くS2 a nd S31du ring v entricula rpa cing with a ba sic cycle le ngth of 350m s ec．
Delayed pote ntials くa rr o w sl a r e obse rv ed during ta chyc a rdia a s w ella sdu ring stim ulatio n．
Arr o whe ads point o ut the tim e ofstim ul i Sl， S2 a nd S3 ．
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Fig．1 2■ Epica rdial m ap du ring su stained v e ntric ula r ta chyc a rdia ． Delayed potentials
くa sterisksla r e r e corded fro m3 site s n e a rthe epica rdial bre akthr o ughsiteくbla ck sta rl．
T he n u mbe rsindic ated in the m ap ar e a ctiv atio ntim e sくm s e cl， m e a Suredfro mthe o n set

































Fig■ 13． Patte rn of c o ndu ctio ndu ring s u stained v e ntric ula rta chyc a rdia． Ea ch dotindic ate sthe
m e a s u r e m entpointintheleftv entric ula r ape x－ In pa n el A， epic a rdiala ctiv atio n spr e adsfr o mthe
epic ardial br e akthro ughsiteくbla ck sta rlboth clo ck wis e a nd c o u nte rclo ckwis e a，。。ndthe a ，e a 。f
fu n ctio n alc o ndu ctio nblo ckくdotted lin eI－ T he setw o w a v efr o ntsjoin into a c o m mon w a v efr o nt
くwhite arr o wllOOm se c after the o n s et of QR Sc o mplex ． In pa n el B， delayed pote ntials a re
re c o rded fro m the a r e abetw e e nthe c o m m o n w a v efr o nt a nd epic a rdial br e akthr o ughsitefor mlng
a r e a ctiv ating w a v efro ntくbla ck a rr o wI．
132











陸ギ 竿 一 州 － ニ ニニ W
鎌
Fig， 14． Re v er sible dis ap pe a r a n c e of delayed
pote ntials by epic a rdial c o oling． Aこ Befo r e
c o oling， delayed potentials o c cur 170 m s ec afte r
the v entricula r stim ulatio n． B and Cニ Delayed
pote ntials with a 2 こ I c o ndu ctio n blo ck ． Dこ
Delayed potentials disap pe a r c o mpletely． Eこ
A fterthe rele a se of c o oling， delayed pote ntials
r e ap pe a r1 80m se c afterthe v e ntricula r stim ula
－
tio n．
と な っ た
．
ま た 外科治 療 上 ， 1968 年 Se aly ら2 3J， 1969
年 岩 ら 241に よ り 創始 さ れ た W olff－Parkin s o n－ White
症 候群に 対す る副刺激伝導踏切断術も， 今 日 で は 安全 確
実 な治療法と し て広く 認め られ て お り， 不 整脈芋上 の
現 在の 問題点は V Tの 治療 へ と移行 して い る ． V T は
心 筋梗塞の 急性期お よ び 慢性期 の 危 険な合併症2 5 ト 2 7I
と し て 知 られ て い るが ， 他 に も心 筋炎2 8I2 別， 心 筋症 301，
僧帽弁逸脱症候群31 ト 3 31， 心 臓膿瘍3 4脚 ， 右室異 形成36I
な ど種 々 の 器質的心疾患 に 伴 っ て発生 し， 容易 に 心機
能 を低下 させ V fに 移行 し た り， 突然死 をき た す場合
も あ り ， 最も重 篤危険 な不整脈で あ る． 本研究は， こ
の よ う な 致 死 的 不 整脈 で あ る V Tの 外科治療 を確立
させ る 一 助と し て ， V Tの 実験 モ デ ル と し て 慢性期の
梗塞犬 を用 い ， その 発 生機序に つ い て 電気生 理 学的 に
検討 を行い 考察 を加 えた ．
V Tの 発生 機序に つ い て は， 従来よ り 刺激生成の 異
常 と刺激伝導の 異常， あ る い は両者の 組 み 合わ せ か ら
考え ら れ て お り ， 異常自動能， trig gereda ctivity3 7l，
リ エ ン トリ ー の 3 つ の 機序 が提 唱 され て い る が， V T
の 外科治療 は その 大部分が臨床的に リ エ ン トリ ー 性と
考 え ら れ る症 例 に 対 して 施行 さ れ てき た． リ エ ン ト
リ ー と はそ の 名 の 示 す と お り， 1一 度通 過 した 興 奮が消
謹0留 m 8 金宝匂
Fig． 15． Effe cts on tachyc a rdia initiatio n by epic a rdial c o oling． A こ Befo re c o oling，
su stained ventric ula rta chyc a rdiaisinitiated by tw o c o n se c utiv ely glV e npr e m atu rebe ats
くS2 a nd S31du ring v e ntric ula rpa cing． Bこ A fter c o oling， a r epetitiv e v e ntricula r r e spo n s e
with a pr olo nged c o upling inte rv al is initiated by the s a m e m ode of p
rogra m med
stim ulatio n． Cこ A sho rte r S2 －S3 く160 m se cI r es ults in the initiatio n of v entric ular
fibri11atio n．
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Fig． 16－ H istopathologic findings－ In pa n el A， a
SChe m a ofslice s e ctio nfro m theleft v e ntric ula r
ape x is displayed． Delayed pote ntials a r e
re c o rded fro m the epic a rdial s urfa c e of the
infa rctio n zoneくa ste riskン． Da rk shading r epre－
Se ntS S u r Viving m yo c a rdial fibe rs． In pa nelB， a
histologic al picture of the infa r ctio n z o ne
S u r rO u nded with dotted line s in pa n el A is
displayed－ He m ato xylin －e OSin stain くX20J．
失せ ず に も どり ， 再 び興 奮を引き起 こ す現 象 で あ る．
その 発 生 に は ， リ エ ン トリ ー 回路の 一 点 で 一 方向性の
ブ ロ ッ ク を生 じ， また 興 奮の 伝導速度が極め て緩徐 と
なる部分 ， す な わ ち伝導遅 延の 存在 が必 要 で あ る
．
1961
年 Du r re rら3 8恨 ， 心 筋梗塞 作成後4 へ 14遇 を経過 し
た慢惟梗塞 大 の 心 表面 マ ッ ピ ン グに お い て ， 貰壁 性梗
塞部の 双 極誘導か ら ， 心 電図QR S波の 数十 m se c後方
に 出現 す る電位， す なわ ち D Ps を初め て 報告 した． そ
の 後， W aldo ら3 9，， Boin e a uら4 O，は急性期梗塞犬 を用
い た， い わ ゆる Ha rris の 卦．一 相不 整脈 に お い て， 虚血
心 筋 で QR S波 に 非同 期 の 不 規則 な ス パ イ ク 状 電 位
くc o ntin u o u s a ctivityl を記録 し， こ れ が V Aの 発生
に 先行 す る こ と か ら， こ の 電位が リ エ ン ト リ ー の 発生
要因で あ る伝導遅 延 を示 唆す る所見と報告 した ． しか
し， その 後の 多数の 実験的検討頼 4 21で は ， こ の よ う な電
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位に 着目 した も の は少なく ， 心 筋梗塞後1 ケ月以上 を
経過 し た慢性梗塞犬 に お ける伝導遅延に 関す る研究例
は見当 たら な い
．
一 方臨床的に は，1974 年 Fo ntain eら43，が， 非虚血性
V T 症例の う ち右心系の 特異な病理学的変化を伴い ，
心 表面 マ ッ ピ ン グ に お い て本来の 心事波の 後方に 出現
す る鋭 い ス パ イ ク状電凪 す なわ ち D Ps を呈 す る 一 群
を不 整脈性右室異形成 くa rrhythm ogenic rightve ntrir
C ula rdyspla sia， AR V Dl と命名し て報告 して以 来，
再 び D Ps に 関心が 寄せら れ て い る
．
そ こ で 著者は， 慢
性梗塞犬 で 検出され る D Ps の 電気生理学的特徴 と プ
ロ グ ラ ム 刺激法 に よ り誘発さ れ る V Aに お い て D Ps．
が い か なる役割 を果たす か に つ い て特 に 注目 した．
本研 究で は， 洞調 律時の 心 室興 奮伝播図 に お い て
D Ps の 有無 を問わ ずIZに d 致 し た伝導遅延 が 示 さ れ
たが ， その 遅延 の 程度は数十 m s e c以内で あり ， 心 筋梗
塞後の 心 室不 応期の 不均 一 性刷 を考慮 して も， リ エ ン
ト リ ー を引き起 こ し得ると は考え られ な い
．
こ れ に比
較 し， DPs は洞調律時 に 既に 数十 m sec以 上 の 伝 導遅
延 を示 して お り， リ エ ン トリ ー の 発生要因と して 検討
す べ き電位 と考 えられ た ． 著者の 実験 モ デ ル の 63．6％
に D Ps を検出 し得たが， その 頻度に つ い て比 較 し得る
実験例 が な い た め 臨床例 と 比 較 す る と， Jo s ephs o n
ら4 5鳩 虚血 性 V Tで 手術した 78名中9名 く11．5％ユ
に 心 表面マ ッ ピ ン グに よる D Ps を記録し てい る． しか
し， 臨床例 で は 時間的制約に より マ ッ ピ ン グ部位と測
定点数が限 られ て い る こと を考慮すれ ば， 著者が 示 し
たよ う に ， 梗塞後 は比較的高頻度に D Ps が 出現 す る も
の と考 え られ る
． 従っ て ， 臨床例 に お い て も よ り 一 層




恨 3 へ 7 日目の 梗塞犬 を用 い て ， D Ps
に類似 した c o ntin u ous a ctivity に つ い て 検 討し て い
る が， 彼 らが 報告して い る よう に co ntin u o u s a ctivity
は あ る 程度広範 な領域か ら得 られ る 電位の 総和 で あ
り， 洞 調律時や プ ロ グ ラ ム 刺激時の 電気生理 学的特徴
を検討す る に は適切 な電位で は な い ． 従 っ て ， 著者が
対象と した D Ps と 同様 の 電位 に つ い て は， F。ntain e
ら4 7切 A R V D例に お ける検討が主 な もの で あり， D Ps
の 2 ニ 1伝導や 刺激頻度 に よ り D Ps の 遅 延時間が変
化す る所見 が報告され て い る に 過ぎ な い
． 本研 究 に お
い て も， DPs の 2 二 1 伝導や 4 こ1 伝導が観察さ れ た
が ， これ は D Ps の 電気生 理学的意義 を考察する 上 で 重
要な意味を も っ て い る ． すな わ ち， す べ ての D Ps が不
整脈の 発生 に 関与す るわ け で は な く， 伝導ブ ロ ッ ク に
陥り消滅す る D Ps も 存在 す る こ と を認識 し て い な け
れ ば， 妥当な 電気生理学的解析は行え な い
． 従 っ て ，
プ ロ グ ラ ム 刺激法に よ る V A の誘発に 関 して は， 1 こ
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1伝導を呈す る D Ps に つ い て の み検討 した ．
心室 プ ロ グ ラム 刺激に お け る DPs の 最大 の 特徴 は，
早期刺激の 連結期短縮 に 伴 い D Ps の遅 延時間が漸次
延長す る所見で あ っ た ． これ は心室早期刺激 に よ り，
D Ps の 伝導遅延の程度が助長 され る こ と を意味 し， リ
エ ン トリ ー 発生に 関 して促進的 な要因 と考え られ る．
ま た， プ ロ グラム 刺激 に よ り 実際 に 誘発さ れ た VA に
つ い て検討す る と， D Psく＋う 群 で は DPs の 遅延時間
延長 を伴 っ た R V R やVT に お い て， そ の 誘発 に 関 す
る再現性が認 め られ た． こ れ は， こ の V Aの 発生機序
が リ エ ン トリ ー 性 で ある こ と をよ り 一 層支持す る 所見
で ある． 一 方 ， D Ps く一 っ 群で も 持続性 V T が誘発 さ
れ た が， その 持続時間は短 く再現性 はま っ た く認め ら
れ な か っ た
． 従っ て， そ の発生機序 に 関 して リ エ ン ト
リ ー は考 え に くい ． 従来， 心 筋梗塞犬を用い た V T の
実験例で は， 3連発以 上 を V T と し て扱う場合が多 い
が ， 発生機序 と して リ エ ン トリ ー を考慮す る場合 に は，
V Tの 持続性 のみ な ら ず， そ の 誘発様式や再現性 に つ
い て の 検討が重要と思われ る． 従 っ て ， こ の 観点か ら
考察す る と， 本研究で は 20拍以 上 を持続性 V T と定
義 し， 22頭中4東 く18．2％う に 誘発可能で あ っ た が ，
D Ps く＋1 群の 2頭の みが 真の リ エ ン トリ ー 性持続性
V T と考 え られ た．
V T の心表面 マ ッ ピ ン グは， その発生機序 を検討 す
る上で最 も重 要な検査法であり， 可及的多数 の誘導点
か ら同時に 電位記録 を行う方法が 理 想的である． 本研
究で は， 心電図第工I誘導お よ び 4 句 14点の 心筋電位記
録 と同時 に ， 従来の Kaise r型電極 を用 い た マ ッ ピ ン
グ を行 っ た た め に ， 数十点以 上 に お よぷJL一室全体 か ら
電位記録が可能 であっ た の は， 再 現性 の あ る 持続性
V T が誘発 され た D Ps く＋1 群の 2頭 の み で あ っ た ．
こ の 2頭 につ い て は左葺か ら 100点以上 の 電位記録 を
行い ， V T時の 心 室興奮伝播様式 を検討 した ． 1頭 で
は， 洞調律時の D Ps検 出部位 に 一 致す る心表面最早期
興奮部位か ら周囲 へ 興奮が 伝播 し， そ の 一 部 に 著 しい
伝導遅延 と V T時の DPsが 検出 され た ． しか し， リ エ
ン ト リ ー 回路そ の もの は 同定 で き ず， V T時の D Ps の
意義 に つ い て も伝導遅延部位 で ある こ と以外 は不明で
あ っ た ． これ は， 著者の 用 い た マ ッ ピ ン グ 法の 測定点
数が少な か っ た た めか ， ま た は リ エ ン ト リ ー 回路自体
が， 心表面での 二 次元 的広が り よ り も， 心筋内お よ び
心 内膜側 へ の三 次元的広が りが大 で あっ た た め と考 え
られ るが ， い ずれ に せ よ心表面 マ ッ ピ ン グか らは マ イ
ク ロ リ エ ン トリ ー と定義 され る 所見であ っ た ． こ れ に
対 し他 の 1頭 で は， 心表面最早期興背部位 と興菅伝播
が終了す る部位 が隣接 してお り， 心 表面側 で の マ ク ロ
リ エ ン トリ ー と 定義さ れ る所見で あ っ た ． こ の V Tの
マ ッ ピ ン グ所見 で 最も重要な点は， リ エ ン トリ ー 回路
の 終末部位 を D Ps が形成 し てい る点 で あ る ． 機能的 ブ
ロ ッ ク に 陥 っ た部位の 周囲を時計方向お よび 反時計方
向に 興奮が伝播 した後 ， 融合波 を形成 し再 び最早期興
奮部位 へ も どる所見 は， 既に El－She rif ら481が 明ら か に
してお り， 本研究と も 一 致す る ． しか し， El－Sherifら
の 検討で は D Ps に つ い て は ま っ た く触 れ られ て い な
い
． ま た Ges s m a nら4 91は， 心筋梗塞後 7日目 の 犬 に お
い て 誘発 され る V Tの 冷却 に よ る 停止 部位 に D Ps が
検出さ れ た と報告 して お り， 本研 究の D Ps に 類似 した
所見であるが ， リ エ ン トリ ー 回路と D Ps の 関係に つ い
て は十分検討 され てい な い ． 本研究で は， リ エ ン トリ ー
回路の 終末部位 に D Ps が存在 し， 心 表面最早期興奮部
位 へ の 再入 波を形成 して お り， しか も D Ps検 出部位 で
の 伝導速度が極 め て緩徐である こ とが確認 され た． こ
れ は， D Ps が リ エ ン ト リ
ー の発生要因の 1つ で ある伝
導遅延 そ の も の で ある 事 を証明 す る 所見 と考 えら れ
た ． また ， V T時の D Ps と 洞調律時の D Ps に は， その
検出部位 に 若干の相異 が あ る こ と に注意 しな け れ ばな
らな い ． す な わ ち ， 先述 した よう に V T の誘発に は洞
調律時の D Ps が 関与 し， V Tの 持続中は これ と異なる
部位 に 検出され る D Ps が 関与 して い る と 考 え る べ き
で あ る．
プ ロ グ ラム 刺激法や 心 表面 マ ッ ピ ン グ に よ る電気生
理学的検討か ら得られ た 所見に 加 え， 本研 究に お い て
特筆 す べ き点は 冷却 マ ッ ピ ン グを用 い た 点で あ る． 氷
片に よ る心表面か ら の 冷却 に よ り， 洞調律暗ま た は心
室ペ ー シ ン グ時の D Psが 短時間内に 消失 し た こ と は，
D Ps が 心 内膜側 よ り も 心 外膜側 に 存在 す る 心筋群 に
起因す る電位 で ある こ と を示 唆 した ． こ れ は D Ps検出
部位 か ら作製 し た組織標本所見と も 一 致 し て い る ． ま
た， 洞調律時の D Psが R V R やV Tの誘発 に 関与し て
い る こ と は電気生 理 学的所見か ら充分推測し得る が，
冷 却に よ る D Ps の 可逆的消失前後 の V A誘発様式 か
ら こ れ が証明さ れ た と考 えら れ る． M in e s501は， リ エ ン
トリ ー を立 証す る 3 つ の クライ テ リ アと して ， 1 1 一
方向性 ブ ロ ッ ク の 存在， 2う 興奮が消失せ ずに 進み ，
再び 同 一 の 点 に も どり旋回 回 路 を形 成す る こ と ， 3う
回 路の 一 点 を離断す る こ とで リ エ ン ト リ ー が 消失する
こ と をあ げ て い る ． 著 者の 用 い た冷却 マ ッ ピ ン グは，
こ の M in esの ク ライ テ リ ア の 第 3点 に 相当す る もの
で ， しか も再現性 をも っ て 検討 し得 た． W it ら
5 りは， 心
筋梗塞作成後 3 へ 5 日目の 犬を 用 い た検討 で ， Min es
の ク ライ テ リ ア の い ， 2 1 を証明 して い る が， 本研究
で は心表面 マ ッ ピ ン グ に よ り M in e sの ク ライ テ リ ア
の 1う， 2う を， 冷却 マ ッ ピ ン グ に よ り 3う を証明 した
と考 え られ る ．
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現在， V Tの 外科治療 と して心 筋切開， 心 筋切 除， 凍
結療法52，， 環 状心 内膜心筋切 開53，くencir cling e ndo －
C a rdialv entric ulotom yI， 心 内膜切除5 41くe ndo ca rdial
e x cisionl な ど様々 の 直接手術が行わ れ て い る
． しか
し， 未だ確立 さ れ た定型 的術式は な く， 術後の V T再
発な どの 問題点も多い ． 本研究 に よ り得 られ た所見が
V Tの 外科治療 に 示 唆する 点と して ， 1フ心 裏面マ ッ ピ
ン グ をよ り 一 層詳細 に 行い ， 洞調律時の DPs の 有無 を
正 確に 判断す る こ と ，2I洞調律時に D Ps が検 出され る
場合は ， V T時に も D Ps が存在す る こ と， 31 V Tの
外科的根治 に は ，洞調律時の み な らず V T時の D Ps も
含めて廃絶 し得 る手術術式が 必 要 であ る こ と， 4う 従
来の 電気生理学的 マ ッ ピ ン グ に 加 え， 可 逆 的な 冷却
マ ッ ピン グ を併用 す れ ば， V Tの 卿自起源の 診断が よ
り 一 層正 確 に な る こ と の 4点が あ げ ら れ よ う
． 特 に
2う， 3Iは V Tの 術後再発 を防止 す る う え で 重要と思
わ れ る が， 岩 ら31が 行 っ て い る心 筋切 除凍結併用療法
お よ び心筋切開凍結併用療法珊 瑚 は こ の 条件 を満 た し
得る適切 な手術術式 と考 えられ る
．
以 上， 慢性梗塞犬 に お ける V Tの 発生機序と D Ps の
電気生理学的意義に つ い て検討 し， プ ロ グ ラム 刺激法
に よ り再乳性 をも っ て 誘発さ れ る 持続性 VT が リエ
ン トリ ー 性で あ り， D Ps が伝導遅延の 役割 を果た す電
位で あ る こ と が明 らか と な っ た ． また ， D Ps は V Tの
診断の み な ら ず， 外科治療上 も有力な指標 と なる電位
で あ る こ と が示 さ れ た
．
結 論
心 筋梗塞作成後 1 ケ月以 上 を経過 した慢性梗塞犬 に
対し， 心 表面マ ッ ピ ン グ， プ ロ グ ラ ム 刺激法， 冷却 マ ッ
ピン グ を用 い て ， V Tの 発 生機序と D Ps に つ い て電気
生理学的検討を行 っ た結果， 以 下の 結論 を得た．
1 巨慢性梗塞 犬 22頭中 14頭 く63．6％1 に 洞調律時
の D Ps が 検出され た．
2ン D Ps の 遅延 時間は ， 心 室プ ロ グ ラム 刺激の 連結
期短縮 に 伴い 漸次延長 し， こ の 遅延時間延長 に 起因 し
て再現 性 の あ る R V Rお よ び 持続性 V T が誘 発 さ れ
た．
3 1 D Ps く十J 群 の 持続性 V Tの 発生 機序 はリ エ ン
トリ ー で あ り， マ ク ロ リ エ ン ト リ ー 例 で は リ エ ン ト
リ ー 回路 の 終末部位 に V T時の D Psが 検出さ れ た
．
41D Ps は V Tの 誘 発 と 持続 に 関 し， 伝導遅延 と し
て の 役割 を果た した
．
この 結果よ り ，D Ps を伴 っ た V T
に 対す る適切な手術方針が示 唆さ れ た．
5フ 冷却 マ ッ ピン グと 組織標本か ら， D Ps が梗塞巣
の 心外膜側に 残存す る島状構造の 心 筋群 に起因す る電
位で ある こ と が示 さ れ た
．
以 上 慢性梗塞犬に お ける V Tの 発生機序と D Ps の
電気生 理 学的意義の 解明 に よ り， V Tに対 す るさ ら に
正 確な診断と手術成績の 向上 が 期待さ れる ．
こ の 研 究 の 一 部 は， 厚生 省循 環器病研究委託費
く59ノ ー 5う に よ っ た ．
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A bstract
T he－pr e sentstudy w aspursu ed to in vestigate t he m echa nism ofv e ntricula r a rrhythmia sくV Al
and t he role of delayed pote ntialsくDPsJ． Tw e nty－tW O Of35 dogs su rvi ed theligatio n of theleft
a nterio rdesc e nd ing c o r o n a ry a rtery and u nder w e nt a n ope n
－ Chest ele ctr ophysiologic studyin the
the chr o nic phase of m yo c a rdial infa r ctio n－ During sin u s rhyt hm ， D Ps w e r e r e c o rded fr o mthe
infar ctio n zo n ein 1 4 dogs by epI C ardial m ap ping． To indu c eV A， Pr Ogr a m med stim ulatio n w as
c arried out at m ultiple v e ntric ular sites． Du ringthe stim ulatio n， the delayed inte rv al ofDPs w as
pro 血Iged as the co uplingintervalofprem atu r e stim ulatio n w a s sho rte n ed． In 4 dogs， S
uStain ed
v e ntricularta chyc a rdiaくV TJ w a s el ctrical 1yindu c ed， a nd in 2 dogs with D Ps， Su Stain ed V Tw as
r eprodu cibly initiated a nd ter minated by progra m m ed stim ulatio n． In t
hese 2 dogs， ePic a rdial
m ap plng reVealed mic r o re e ntry and m a c r o re e ntry as t he m e cha nis m o
f V T． In micr o r e e ntr a nt
V T
，
D Ps w ererec orded fro mt he site s of thelate st epic a rdial a ctiv atio n． In ma c r o r e e ntr a nt V T，
epIC a rdial activatio n spread fro m t he epIC a rd ial br e akt hr o ugh site bothclo ckwis e a nd c o u nter
－
clo ckwise around the a re a of fu n ctio n al c o ndu ctio n blo ck． These tw o w av efro nts fu sed into a
c o m m o nw a v efr o nt c o ndu cting to D Ps du ring V T． T he termin alpa rt of t he r e e ntr a nt cir c uit
c o n sited of D Ps fo r ming a r e a ctiv atio n w av efr ont． Epic a rdial c o oling r e s ulted in re v e rsible
dis ap pe a ra nc e of D Ps du ring sin u s rhythm a nd ve ntric ular pa cing． Usingt histe chniqu e， itw as
c onfir m ed t hat D Ps w e r ethe source ofr e e ntr a nt V Aa cting a s slo w c o ndu ctio n． Ba sed on the
re sults of t he presentstudy， m Or edefinitiv ediagn o sis a nd m o r e ap pr opriate su rgic al m a n age m e nt
of V Twill be achieved．
